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貸 借 対 照 表 

(2024年５月31日現在) 

（単位：千円） 

科     目 金  額 科     目 金  額 

(資 産 の 部)  (負 債 の 部)  

流 動 資 産 725,265 流 動 負 債 132,594 

現 金 及 び 預 金 638,609 未 払 金 19,965 

売 掛 金 25,665 未 払 法 人 税 等 13,985 

契 約 資 産 50,578 未 払 費 用 92,487 

貯 蔵 品 33 前 受 金 1,585 

前 払 費 用 10,379 預 り 金 3,505 

  受 注 損 失 引 当 金 1,064 

    

    

固 定 資 産 85,440   

 有 形 固 定 資 産 26,103   

  建 物 19,266 負  債  合  計 132,594 

  工 具 、 器 具 及 び 備 品 6,837 ( 純  資  産  の  部 )  

  株 主 資 本 678,111 

  資 本 金 100,000 

 無 形 固 定 資 産 34 資 本 剰 余 金 23,670 

ソ フ ト ウ エ ア 19 そ の 他 資 本 剰 余 金 23,670 

そ の 他 15 利 益 剰 余 金 597,059 

  そ の 他 利 益 剰 余 金 597,059 

   繰 越 利 益 剰 余 金 597,059 

 投資その他の資産 59,301 自 己 株 式 △42,619 

長 期 前 払 費 用 87   

敷 金 42,039   

繰 延 税 金 資 産 6,729   

そ の 他 10,445   

  純  資   産  合  計 678,111 

資  産  合  計 810,706 負 債 ・ 純 資 産 合 計 810,706 
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個別注記表 
 
 
重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 棚卸資産の評価基準および評価方法 
貯蔵品 …… 先入先出法による原価法 

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 
 
2. 固定資産の減価償却の方法 
(1) 有形固定資産 
（リース資産を除く) 

…… 定率法 

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。 
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 ８～15年

工具、器具及び備品 ３～15年
 
(2) 無形固定資産 
（リース資産を除く) 

…… 定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 
 

自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年） 

 
3. 引当金の計上基準 
 受注損失引当金 ………… 受注案件の将来の損失に備えるため、当事業年度末時点で

将来の損失が見込まれ、かつ、当該損失額を合理的に見積
もることが可能な案件について、翌事業年度以降に発生が
見込まれる損失額を計上しております。 

 
4. 収益及び費用の計上基準 
 
 当社の主たるサービスである情報セキュリティサービスは、顧客とサービス契約を締結し、顧客に対
して診断業務等を行い、その結果を顧客に提供する履行義務を負っております。 
 当該契約について、約束したサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転することから、
当該サービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識する方法を
採用しており、履行義務の充足に係る進捗度の測定は、見積総作業時間に対する事業年度末日までの実
際作業時間の割合に基づき算定しています。なお、進捗度を合理的に見積もることができないが、当該
履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合は、履行義務の充足に係る進捗
度を合理的に見積もることができる時まで、原価回収基準を採用しております。 
 
【当期純損益金額】 
 当期純利益  59,836千円 


